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梨
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梨
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梨
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伊 

藤 
 

洋 

図

は

、

長

い

間

存

続

し

て

き

た

地

域

が

、

い

わ

ゆ

る

限

界

集

落

に

陥

る

プ

ロ

セ

ス

を

分

か

り

易

く

表

わ

し

た

も

の

で

あ

る

（

笠

松

浩

樹

『

季

刊

中

国

総

研

』
（

０

５

年

９

月

）

か

ら

引

用

、

筆

者

加

筆

）
。

 

１

９

６

０

年

代

、

池

田

勇

人

内

閣

の

所

得

倍

増

政

策

を

機

に

、

日

本

の

農

村

は

人

材

を

臨

海

部

の

重

化

学

工

業

部

門

へ

提

供

す

る

人

口

供

給

源

と

な

っ

た

。

ま

ず

、

金

の

卵

と

喧

伝

さ

れ

た

中

学

卒

業

生

を

集

団

就

職

に

よ

っ

て

都

市

部

へ

誘

導

し

、

次

い

で

学

歴

主

義

を

前

面

に

掲

げ

る

こ

と

で

高

卒

雇

用

、

大

学

進

学

を

誘

発

し

た

。

こ

の

結

果

、

農

村

部

に

は

１

８

歳

以

上

の

若

者

が

め

っ

き

り

少

な

く

な

っ

て

い

っ

た

。
爾

来

４

０

余

年

、

中

山

間

地

を

中

心

に

農

村

人

口

は

長

い

な

が

い

減

少

期

に

入

る

こ

と

と

な

っ

た

。

 

若

者

が

居

な

く

な

っ

た

か

ら

と

い

っ

て

村

の

機

能

が

す

ぐ

に

低

下

す

る

わ

け

で

は

な

い

。

彼

ら

の

父

母

や

祖

父

母

は

ま

だ

元

気

で

、

道

普

請

、

棚

田

水

路

の

保

全

、

氏

神

社

の

守

護

や

春

秋

の

祭

り

の

開

催

、

簡

易

水

道

や

Ｔ

Ｖ

共

聴

施

設

の

管

理

等

々

、

本

来

な

ら

若

者

に

承

継

し

て

親

達

は

隠

居

気

分

で

居

ら

れ

る

義

務

を

こ

な

す

こ

と

で

村

落

機

能

は

維

持

さ

れ

て

い

た

。

人

口

時 間

ムラの人口ムラの人口

集落機能集落機能

人の空洞化人の空洞化

ムラの空洞化ムラの空洞化

限界集落化限界集落化最低集落機能維持人口最低集落機能維持人口

限界集落臨界点限界集落臨界点

 

し

か

し

、

若

者

の

長

期

に

わ

た

る

不

在

は

つ

い

に

人

口

の

自

然

減

を

顕

在

化

さ

せ

る

と

こ

ろ

と

な

る

。

図

の

「

最

低

集

落

機

能

維

持

人

口

」

は

こ

の

時

点

の

人

口

を

指

す

。

 

こ

う

な

る

と

集

落

機

能

の

う

ち

不

要

不

急

の

も

の

が

割

愛

さ

れ

る

。

神

社

の

屋

根

の

修

復

や

ら

、

財

産

区

の

下

刈

り

な

ど

は

真

っ

先

に

な

さ

れ

な

く

な

る

。

櫛

の

歯

が

抜

け

る

よ

う

に

集

落

の

自

助

作

用

が

消

滅

し

て

い

く

う

ち

に

、

棚

田

や

山

地

の

畑

の

耕

作

放



棄

、

里

山

放

棄

が

目

に

付

い

て

く

る

よ

う

に

な

る

。

 
山

梨

県

は

こ

う

い

う

経

路

を

忠

実

に

辿

る

こ

と

で

耕

作

放

棄

全

国

第

二

位
（
『

２

０

０

０

年

農

林

業

セ

ン

サ

ス

』
）
の

「

先

進

県

」
と

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

こ

れ

に

同

期

し

て

、

昭

和

５

３

年

に

は

１

３

０

０

億

円

あ

っ

た

農

業

生

産

額

も

平

成

１

７

年

、

９

０

０

億

円

に

ま

で

落

ち

込

ん

で

き

た

。
 

「

最

低

集

落

機

能

維

持

人

口

」

を

割

り

込

ん

だ

集

落

は

集

落

機

能

を

次

々

と

放

棄

し

な

が

ら

そ

れ

で

も

存

続

し

て

い

く

が

、

こ

の

間

集

落

内

で

は

高

齢

者

世

帯

が

急

増

し

、

老

々

二

人

世

帯

か

ら

独

居

世

帯

へ

と

進

行

す

る

。

見

る

に

見

か

ね

た

長

男

・

長

女

が

都

市

部

に

呼

び

寄

せ

を

す

る

こ

と

で

着

実

に

人

口

を

減

ら

し

、

図

の

「

限

界

集

落

臨

界

点

」

に

達

す

る

と

集

落

機

能

は

完

全

に

終

わ

り

を

告

げ

る

。

こ

の

時

点

を

「

限

界

集

落

」

と

い

う

。

 

長

々

と

集

落

崩

壊

の

教

科

書

的

説

明

を

し

た

の

は

他

で

も

な

い

。

山

梨

は

、

県

全

体

が

着

実

に

「

限

界

集

落

県

」

へ

の

道

を

辿

っ

て

い

る

よ

う

に

見

え

る

か

ら

で

あ

る

。

そ

れ

が

証

拠

に

、
県

南

部

全

域

、

富

士

河

口

湖

・

上

野

原

な

ど

を

除

く

県

東

部

全

域

と

峡

北

地

方

の

山

岳

地

帯

に

は

、

は

っ

き

り

と

そ

の

傾

向

が

見

て

取

れ

る

。

県

外

の

高

等

教

育

機

関

に

進

学

し

た

子

供

達

は

、

卒

業

後

も

そ

こ

に

就

職

し

、

そ

こ

で

家

庭

を

持

ち

、

山

梨

に

は

戻

っ

て

こ

な

い

。

親

達

は

最

後

に

県

外

へ

呼

び

寄

せ

ら

れ

る

形

で

県

人

口

の

社

会

減

が

県

全

域

で

待

っ

て

い

る

。

 

こ

の

不

幸

を

救

済

す

る

方

法

は

た

だ

一

つ

、

地

域

で

経

済

的

に

生

き

ら

れ

る

仕

組

み

を

作

る

の

は

も

ち

ろ

ん

だ

が

、

そ

れ

以

上

に

人

生

を

こ

こ

で

生

き

抜

く

喜

び

を

人

々

が

感

じ

ら

れ

る

よ

う

に

す

る

こ

と

だ

。

筆

者

は

、

甲

斐

の

国

ほ

ど

の

楽

土

は

ど

こ

に

も

無

い

と

、

人

生

の

秋

に

臨

ん

で

感

じ

て

い

る

。

事

実

、

移

転

を

計

画

し

た

企

業

の

従

業

員

の

多

く

が

山

梨

を

出

て

行

く

こ

と

に

躊

躇

し

て

い

る

と

聞

く

。
「

嫌

々

な

が

ら

」

配

属

さ

れ

た

山

梨

を

、

で

あ

る

。

 

こ

の

地

で

生

涯

を

生

き

た

い

と

親

も

願

い

子

も

思

い

、

か

つ

確

か

に

生

き

ら

れ

る

、

そ

う

い

う

地

域

づ

く

り

を

拙

速

で

な

く

「

３

０

年

」

か

け

て

実

現

す

る

こ

と

、

こ

れ

以

外

に

分

権

時

代

を

生

き

抜

く

方

策

は

無

い

。

そ

の

た

め

に

は

、

国

の

教

育

政

策

と

は

別

に

、
「

山

梨

で

生

き

る

」
ビ

ジ

ョ

ン

を

育

む

独

自

の

「

山

梨

教

育

」

を

初

等

教

育

か

ら

始

め

る

こ

と

だ

。

 

蛇

足

だ

が

、

こ

こ

で

言

う

「

山

梨

教

育

」

と

は

、

子

供

た

ち

の

尻

を

叩

い

て

励

ま

す

「

学

力

」
競

争

の

こ

と

で

は

な

い

。

一

流

の

プ

ロ

と

し

て

、

山

梨

で

生

き

て

い

く

専

門

職

業

人

を

育

て

る

こ

と

。

単

な

る

「

学

力

」

な

ら

全

国

学

力

テ

ス

ト

日

本

一

の

秋

田

県

が

、

人

口

減

少

率

最

大

の

過

疎

県

に

な

っ

て

い

る

事

実

か

ら

も

、

そ

の

無

意

味

さ

が

よ

く

理

解

で

き

る

の

だ

か

ら

。

 


